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賢治と岩手山
　岩手県のシンボル・岩手山は、その周辺を含めて

十和田八幡平国立公園に指定されています。国立公

園は、国を代表する優れた自然景観を保護しつつ、

学びや休養の場として利用するために、国が指定す

る自然公園です。欧米で生まれた国立公園制度を日

本でも導入しようと検討が始まると、その誘客効果

を期待して全国各地で国立公園誘致の運動が起き

ました。大正14年（1921）から全国16の国立公園候

補地に関する調査が開始され、北東北で唯一候補地

となっていた十和田湖にも調査員が訪れました。

　同じころ、宮沢賢治は岩手山周辺が国立公園にふ

さわしいと語った文を残していました。それが「国立

公園候補地に関する意見」です。この文章は友人で

ある森佐一（後の直木賞作家・森荘已池）と岩手山麓

へ1泊2日の野宿旅に出たときの様子を描いたもの

です。“どうですか　この鎔岩流は／殺風景なもん

ですなあ”と語りかけるように始まります。

いったいこゝをどういふわけで、
国立公園候補地に
みんなが運動せんですか
いや可能性
それは充分ありますよ
もちろん山をぜんたいです
うしろの方の火口湖　温泉　もちろんですな
鞍掛山もむろんです

　新しいものへの好奇心が強く、誘客のため、地元

花巻温泉に花壇の設計をした賢治は、岩手山周辺の

自然が国立公園として多くの人を魅了し、観光資源

として活用されながら、後世まで保護されていく姿

を思い描いていたのかもしれません。

　その後、十和田湖地域は昭和11年（1936）に『十和

100年前、宮沢賢治は
イーハトーブの大地に
「国立公園」という未来を思い描いた。
｢銀河鉄道の夜｣や｢雨ニモマケズ｣で知られる
岩手県出身の詩人・童話作家の宮沢賢治は、
自然、科学、音楽、芸術など幅広い知識で
独特の世界観を生み出しました。
岩手山に魅せられた彼は、
その一帯を国立公園に推薦する文章を残しています。
賢治の作品を手掛かりに、
国立公園に出かけてみましょう。
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田国立公園』として指定され、さらに20年後となる

昭和31年（1956）に岩手山を含む八幡平地域が加わ

る形で現在の『十和田八幡平国立公園』が誕生し

ました。

賢治が見た心象風景・イーハトーブ
　賢治は、詩人や童話作家であるだけでなく、花巻農学

校で教師を務めるなど、自然科学にも深く関心をもっ

て取り組んでいました。花巻市で生まれ、子どもの頃か

ら野山を歩いては鉱物採取に熱中し、家族や友達から

は「石ッコ賢さん」と呼ばれるほどでした。その熱は進

学のため盛岡市で暮らすようになっても続きました。

　13歳から22歳までの思春期から青年期を盛岡市で

過ごした賢治は、盛岡中学校に在籍していた14歳のこ

ろ、教師に引率され初めて岩手山に登頂しました。こ

のことを契機に、賢治はその後幾度となく岩手山に登

ります。岩手山とその山麓の小岩井農場や温泉、葛根

田川といった雄大な自然が、賢治を魅了したのです。

　賢治はこうしたフィールドワークの中で感じたこと

を、数々の作品に残しました。岩手の自然を観察し、歩

き、触れ、音を聞きながら、賢治は豊かな自然風景をも

う一つの世界、イーハトーブとして描きました。賢治は

イーハトーブ（イーハトーヴ／イーハトヴ）という言葉につ

いて、「実にこれは著者の心象中に、この様な状景をも

つて実在したドリームランドとしての日本岩手県であ

る」と解説しています。

　科学的視座で観察した自然風景と、頭に浮んだ心象

を手帳に書き綴り、言葉へと変換していくことで、賢治

自身が「心象スケッチ」と呼んだ作品を生み出していっ

たのです。

　国立公園・岩手山には、賢治が歩き、観察し、作品に残

した自然が100年たった今も残されています。賢治の作

品を手掛かりにして、彼の見た風景や、彼が言葉にした

光や音を探しに、国立公園に出かけてみましょう。
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雲とざす
きりやまだけの柏ばら
チルチルの声かすかにきたり。
「短歌：大正六年四月」

あれは雲です、 柔らかさうですね、 
雲が駒ヶ岳に被さつたのです
水蒸気を含んだ風が
駒ヶ岳にぶつつかつて
上にあがり、
あんなに雲になつたのです。
「東岩手火山」

イーハトーブの物語

どうですか　この鎔岩流は
殺風景なもんですなあ
噴き出してから何年たつかは知りませんが
かう日が照ると空気の渦がぐらぐらたって
まるで大きな鍋ですな
「国立公園候補地に関する意見」
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外輪山の夜明け方、　　息吹きも白み競ひ立ち、
三十三の石神に、　　　米

よね

を注ぎて奔り行く。
「岩手山巓」

とにかくわたくしは荷物をおろし
灰いろの苔に靴やからだを埋め
一つの赤い苹

り ん ご

果をたべる「鎔岩流」

東が琥珀のやうになって
大きなとかげの形の雲が
沢山浮かんでゐた。
「風野又三郎」

一寸来ない間に社務所の
向ひに立派な宿ができた。
ラムプが黄いろにとぼって
ゐる。社務所ではもう戸を
閉めた。「柳沢」
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十和田八幡平国立公園内

■岩手山
十和田八幡平国立公園の最高峰（2038m）の火山。
古くは霧山岳や岩鷲山と呼ばれ山岳信仰の対象と
されてきました。賢治は生涯にわたり幾度も岩手山
に登っています。
˔うすཅ߱るϊʔτの্にʗ͞みͩΕのʗໄ΍
·͚ͩのこʍΖ͖たΕり。
˔ຶ๘͕·た͙ΗΜ͙ΗΜ໐るʗʢΠʔϋτʔ
ϰのࢮՐࢁΑʗͦのਫいΖとかʎ΍ۜ͘との᧣
を͓͞ΊΑʣʮԕ଍౷཰ʯ
˔Ͷ、ͦ Β、๻͸్தͰ࿡ेޒճΙͶΉりをし
て、ͦ のؒߟへたりসったりして、໷தのҰ࣌に
岩खࢁのஸ౓ࡾ߹໨についたΒう。͋ すこのখ
԰に͸もうਓ͕ډͳいͶ͑。๻͸খ԰の·͸り
をҰ΃Μ͙るっと·͸ったΜͩΑ。ͦ して·っ͘
Ζͳ地໘を͡っと見͓ΖしてΙたΒԿͩか足も
と͕;Β;ΒするΜͩ。ʮ෩໺ຢࡾ࿠ʯ
˔するとդ

ʹ͸͔

に಄
͋ͨ·

の্
͏ ΁

Ͱ、ʗ「い΍ʗʘ、ͦ Ε͸ͳ
ΒΜ。」とい;͸つ͖りしたݫ

͓ͦ͝

かͳ੠
͜ Κ

͕し·し
た。ʗɹ見

Έ

るとͦΕ͸、ۜ
͗ Μ

のף
͔ΜΉΓ

をかͿつた岩
い ͸ て

खࢁ
͞ Μ

Ͱした。౪
ψεト

৿
΋ Γ

のࠇ
͘ Ζ

いஉ
をと͜

͸、಄
͋ͨ·

をかʍへて地
ͪ

に౗
ͨ ΄

Ε
·した。ʮ࿛৿ͱᝈ৿ɺ౪৿ʯ
ʢଞʣ̝ʮؠखࢁʯʮ౦ؠखՐࢁʯʮ৿ྛيಓʯʮཱࠃ
ެԂީิ஍ʹؔ͢Δҙݟʯ̝ʮ༄୔ʯ

■乳頭山（烏帽子岳）
岩手側からは烏帽子のように見える山頂が特徴。
秋田側山麓には乳頭温泉郷が点在しています。
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■秋田駒ヶ岳
コマクサやチングルマなど、多くの高山植物が見られ
る火山。「雨ニモマケズ」が書かれた手帳に記された、
岩手県内32の山 「々経埋ムベキ山」の１つです。この
リストは賢治が晩年に記したもので、法華経を埋経し
たいと考えていた場所と推測されています。
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■不動平
岩手山柳沢コースの９合目で、避難小屋が設置さ
れています。複数のコースとの交差点となってお
り、江戸時代から休憩小屋が建っていたと伝えら
れています。
˔୩の্のʗ͸ͻ·つ͹Βにいこͻしをʗͻと
し࢛͘ਓͶΉりೖりしか。
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■焼走り熔岩流
享保16年（1732）12月25日に岩手山山腹から噴出
した熔岩が堆積したもの。長さ約4km、約1kmにわ
たって黒い熔岩が広がっています。岩手山焼走りコ
ースの登山口にもなっており、賢治も度々訪れては
作品を残しました。
˔Ͱこ΅このʗ熔岩流にこしか͚てʗかͳし͖
ことをʗうͪいのるかͳ。
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■網張温泉
岩手山網張コースの入り口にあり、賢治が中学生のこ
ろ岩手山登山の帰りに泊まった記録が残っています。
国立公園の温泉地として賢治も「もちろん」入れるべ
きと考えていたようです。
˔いったいこʍをͲうい;Θ͚Ͱ、ʗݝか国か
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賢治ͷݴ༿ͰؠखࢁΤϦΞをಡΉ
岩खࢁをத৺とした国立公園とͦのपล地Ҭのࣗવを、賢治͸ͲのΑうにඳいたのか。
賢治のݴ༿をΨΠυに、Πʔϋτʔϒのࣗવ෩ܠをମݧしにग़か͚·しΐう。
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■葛根田川
岩手山南麓を流れる渓流。中流部にある「葛根田の
大岩屋」（通称：玄武洞）は、岩手山の火山活動の中で
も古い時代に噴出した安山岩の溶岩が、柱状節理を
成したものです。葛根田川のほとりにある宿に宿泊
した時の様子が「秋田街道」に描かれています。
˔ᷤࠜాʗ୩の্ͳる༦ͧΒにʗうかびいͰた
るʗ͋か͖ͻとつ΅し。
˔ᷤࠜా઒のՏݪに͓りて͘ߦ。す͗ͳに࿐͕
Ұͺいにஔ͖ඒし͘ͻΒΊいてΙる。৽઱ͳே
のす͗ͳに。ʮळా֗ಓʯ

岩手山麓スポット

■鞍掛山
岩手山南東麓に位置し、標高897mと比較的簡単に
登れる山として人気。現在の岩手山ができるより以
前の古い火山群の１つで、賢治も「Ur-Iwate」と表
現しています（Urは「原初の」を表す接頭辞）。名勝
「イーハトーブの風景地」に指定され、登山口には
「くらかけの雪」の詩碑が設置されています。
˔΄ΜたうにͦΜͳ߬

͔ ͏

฼
΅

の;うのʗᐓ
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ʢଞʣ̝ʮന͍ௗʯ̝ʮখؠҪ೶৔ʯ

■小岩井農場
岩手山を背景に広がる美しい景色に心を惹かれ、賢
治が足を運んだ歴史ある農場。『心象スケッチ  春と

修羅』に収録された「小岩井農場」は52ページにわた
る賢治最長の詩です。賢治との関わりも展示されて
いる小岩井農場資料館の近くに詩碑があります。
˔すみ΍かͳすみ΍かͳສ
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■柳沢
岩手山柳沢コースの起点。現在はキャンプ場がある
馬返し登山口まで車で入れます。かつては手前にあ
る岩手山神社が登山道の入り口となっていました。
賢治も神社の社務所で休憩してから、早朝に出発し
山頂を目指しました。
౓をしࢧてΨλΨλする。みΜͳうΒうΒ͘פ˔
てΙる。Ώ;΂のつʎ͖のփ৭ζοΫのᷥ、ϥϜ
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ʢଞʣ̝ʮ༄୔໺ʯ̝ʮ෩ྛʯ̝ʮখؠҪ೶৔ʯ̝ ୹Վ

■狼森   笊森   盗森  黒坂森
岩手山麓の小岩井農場付近にある４つの森。狼森は
「イーハトーブの風景地」に指定されています。
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岩手山を目指す少年たち
　宮沢賢治がॳめて岩手山に登ったのは、盛岡中
学時代でした。進学のため਌元を཭れ、ྈ生活を送
っていた賢治は、༮いこΖから石集めが好きで、岩
手山࿢のَ越などにはたͼたͼ଍をӡんでいまし
たが、そͼえ立ͭ岩手山そのものに登るػ会は、す
͙には๚れませんでした。
ॳの岩手山登山は、賢治が中学2年生となった࠷　
໌治�3年（1910）�月1�日。ത物学教諭でもあったد
॓ࣷのࣷ؂௕がҾ཰する、ر๬ऀ�0人による植物࠾
集登山でした。現在では考えられませんが、一行は
かって޲2時に学校を出発し、าいて༄沢までޙޕ
います。岩手山ਆ社の社຿所やपลの॓でٳんだの
ち、ཌ19日のޕ前1時から2時頃、দ໌を手に出発し
ました。これは౰時一ൠ的だった登山ܗଶで、山௖
でޚ来ޫをഈむことが目的でした。
　この時の山行はఱީにܙまれたようで、賢治自身
の言葉は࢒っていませんが、同行ऀの記録には、Ӣ
ւの中から੺い点がුかͼ、それがやがてԫۚ৭に
広がっていくޚ来ޫの感動が記されています。গ年
たちにとって、๨れがたいମݧだったことでしΐう。

柳沢から山頂へ、そして網張へ、
　̎౓目の登山は同年9月23日から2�日まで。̑ 年
生̒人、̏ 年生̍人、̎ 年生̏人のྈ生にҾ཰教員を
Ճえた11ܭ人での山行でした。前ճ同༷、࿢でٳん
でからদ໌を౮して登りましたが、日の出は࢛߹目
でܴえることになります。෩のڧい日で、山௖では
校ՎをՎい、そのときの༷子を賢治は「෩さむき岩
手のやまに　われらいま　校Վをうた;先生もう
た;」と୹Վにӵんでいます。
　この校Վは生ెが2年前に作ࢺ、બۂしたもので、
時代͝とにՎࢺの部෼修ਖ਼をՃえながら、現在も盛
岡ୈ一高等学校の校ՎとしてՎいܧがれています。
「世にՎはれしߒ然の　大ؾを華めそʍり立ͭ　ल
ྷ高き岩手山」。岩手の࠷高ๆに;さわしいՎࢺに、
登௖を果たしたগ年たちの高༲感が重なります。
　そのޙ、一行は੢岩手火山とݺばれるَヶ৓のル
ートをԼり、੨いਫをたたえる火口ބをோめなが
ら、໢ுԹઘにԼりて一ധし、ѱఱީのなかখ岩Ҫ

農場を経て盛岡へ໭っています。
̑、ྈ前にはؼ　 年生のఏҊでۙࣷ॓دくのࣸਅؗ
に立ちدり、記೦ࣸਅをࡱӨしました。あまりにԚ
れていたためスタジオに入れてもらえͣ、԰外での
Өとなりましたが、その෼、登山の実感が఻わるࡱ
一ຕとなっています。
　このޙも賢治は୯ಠ登山を行うなど、盛岡中学
時代だけでീճは岩手山に登ったといわれていま
す。賢治とともに登ったޙഐによれば、「࿡根ਗ਼ড়、
͓͎山ൟ盛」とএえながら登っていたそうです。

山を歩く、作品が生まれる
　盛岡高等農林学校（現岩手大学）に進学すると、
賢治はさらにසൟに岩手山पลを๚れるようにな
ります。学校の農場が࿢にあり実शに通い、地࣭ௐ
ࠪでୌ沢方໘にも଍をӡͼました。土༵のޙޕか
ら日༵にかけてധまりがけで߭物࠾集に出かける
ことも多く、࣋ ち物はޒສ෼の一地ਤ、੕࠲ද、ίン
ύス、手帖、ջ中ి౮、࠾石༻ハンマー。৯料のϏス
ケットはポケットに。宮沢家の話では、砕いた׍અ
を口にؚみながらาいたと఻えられています。

࢙ࢁొࢁखؠ୔賢治ͷٶ
運ಈ͕ۤखͰもొࢁͰ͸݈٭を見ͤた宮沢賢治。૑作のݯとͳった岩खࢁとの関Θりをඥղ͘。
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　文ܳࢽ『アザϦア』の஥間たちと出かけた、ޙに
「അཱྀࣛ行」とݺばれる໷通しのࡦࢄは「秋田֗
ಓ」、ఋやैఋを連れてาいたମݧは「༄沢」という
作品にඳかれました。年の཭れた༑人৿ࠤ一とい
っしΐに໺॓しながらম૸り༺岩ྲྀをาいた思い
出は、「国立公園ީิ地に関するҙ見」「春୩ڿթ」
になりました。
　花巻農学校にۈめてからは、生ెたちをҾ཰して
岩手山に登っています。そのときの༷子は「東岩手
火山」にৄしく記され、ॻきཹめられた心象スケッ
チは、賢治の心の動きをඪ本のようにとどめ、私た
ちにྟ場感をもって఻えてくれます。

賢治の心を整える山
　岩手山は໌治までは山෬たちが登るঁ人੍ېの
信ڼの山でした。『岩手山』（岩手์送�昭࿨��年）に
よれば、例大ࡇでは、盛岡のࣉӃから山෬たちが΄
ら֋をਧきながら岩手山ਆ社にܮࢀしたそうです。
ന૷ଋでਆ事として登山する人たちのඳࣸが、童話
「෩໺ຢࡾ࿠」にもඳかれています。
　賢治にとって岩手山登山は、スポーπやޘ楽とい
うだけでなく、ਫ਼ਆ的なҙ味をもͭ行ҝでした。外
ྠ山を८り、石૾にถをまいて読経する࢟も記録さ
れています。෕のཔみで、ຓೋ人を連れて登ったこ
ともありました。この時、賢治は͓に͗りをڙえ、法
華経をএえています。
　岩手山の高山植物ଳは国のఱ然記೦物にもࢦ定
され、قઅにはίマクαなどの花が࡙きތります
が、賢治の作品にはあまり登場しません。ҙࣝは花
よりも、さらにԕい場所へ޲かっていたのかもしれ
ません。
　࢛行ࢻ「岩手山」は、ఱۭから地্を見ԼΖしてい

るようだとධされます。「そらのࢄཚ൓ࣹのなかに
ʗݹ΅けて黒くえ͙るものʗͻかりのඍਖྻܥの
ఈにʗきたなくしΖくఽむもの」岩手県で一൪高い
場所である岩手山山௖で、賢治のҙࣝはۭと一ମと
なっていたのかもしれません。

わͨ͘͠とい;ݱ৅͸ʗԾఆ͞Εͨ༗ిྲྀަػ౯
のʗͻとͭの੨いর明Ͱ͢ʗʢ͋ΒΏるಁ明ͳ༓ྶ
のෳ߹ମʣʗ෩ܠ΍ΈΜͳといͭ͠Αʹʗͤ͸͘͠
ͤ͸͘͠明໓͠ͳ͕Βʗい͔ʹ΋͔ͨ͠ʹと΋Γ
͚ͭͮるʗҼՌަྲྀి౯のʗͻとͭの੨いর明Ͱ
͢ʗʢͻ͔Γ͸ͨ΋ͪɺͦ のి౯͸ࣦ͸Εʣ
ʰ৺৅εέον��य़ͱमཏʮɦংʯΑΓ

༄୔からの岩手山。ه࿥ʹ࢒Δ࣏ݡのొ山ίʔε͸΄΅༄୔ίʔε
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໨తɾΤϐιʔυ
ʢه࿥΍ূݴʹΑΓొ山೥͕ΘかΔ΋ののΈʣ

੝Ԭ高౳೶ྛֶߍʹೖֶ。࣢ੴの岩手山࿢
ʹ͋Δ໌ޚਆࡁܦ೶৔ɾԋशྛ΁௨͏

��ʙ��೔ྈੜ༗ࢤͰ�ധ�೔の岩手山ొ山
੝Ԭதֶ�೥。୯ಠͰ岩手山ొ山
খ岩Ҫ೶৔ԕ଍

Խੴू࠾のたΊ੢山ଜʹ�ധ
��ʙ��೔岩手山ొ山
�೔਌༑ͱ岩手山ొ山
ՆٳΈʹಉࣨのྈੜͱ岩手山ొ山

��ʙ��೔਌༑ͱ岩手山ొ山
ఋɺै ఋͱ岩手山ొ山。ʮ༄୔ʯͱͳΔ

ʮ岩手山ʯʮ高ݪʯʮҹ৅ʯʮ高ڃのໄʯ͢ه

��ʙ��೔ຓγήɺΫχͱ岩手山ొ山

��೔ɺ೔༵のҰ೔ɺ岩手山࿢Λ͙Μ͙Μา͍た
ʮҰຊ໦໺ʯʮ᭫岩ྲྀʯͱͳΔ

�ʙ�݄ɺ୹ՎʹΑΕ͹岩手山ొ山ɺᷤ ࠜ田ͳ
ͲͰ༡Ϳ
ఋਗ਼࿡΍ैఋͱɺ岩手山࿢ʹ༡ͼɺಓʹ໎͍
໺॓
̓೔のਅ໷தɺ༑ਓ�ਓͰय़໦৔·Ͱప໷Ͱ
า͘。ʮळ田֗ಓʯͱͳΔ

��ʙ��೔ɺ೶ֶڭߍ་ͱͯ͠ࢠ͑ڭたͪͱ岩
手山ʹొ山。ʮಔઢʯʮୌ୔໺ʯʮ౦岩手Ր山ʯ
ͱͳΔ

��೔ʙ��೔ੜెΛͭΕ岩手山ొ山

�೔ੜెΛҾ཰͠খ岩Ҫ೶৔΁。ʮԕ଍౷཰ʯ
ͱͳΔ

̐ʙ̑೔೶ֶߍのੜె��ਓͱ岩手山ొ山

��ʙ��೔৿ࠤҰͱ岩手山࿢΁。ʮ国立公園ީ
ิ஍ʹؔ͢Δҙ見ʯʮय़୩ڿթʯͳͲͱͳΔ

੝Ԭதֶ�೥。౓ʑ岩手山ʹొΔ

宮沢賢治ొࢁ೥ද

੝Ԭதֶ�೥。��ʙ��೔২෺ొू࠾山ୂͱ͠
ͯ岩手山ʹॳొ山。Ұߦ͸ϜγτϦεϛϨɺ
ϛϠϚΩϯόΠɺνϯάϧϚɺγϣ΢δϣ΢ό
ΧϚͳͲΛ࠾औ
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େਖ਼1�೥ʢ1���ʣh岩खຖ೔৽ฉ にɦ、
賢治ઌੜにҾ཰͞Εた岩खࢁొࢁを·とΊた、
Ֆר೶ֶߍのੜెのखه「岩खߦلࢁ」͕ 。Ε·した͞ࡌܝ
�月̐೔、�೔のొࢁの༷ࢠ͸、
宮沢賢治のޙ࠷の岩खهࢁొࢁ࿥Ͱす。
େਖ਼࣌୅のొࢁを௥ってみ·しΐう。

1  滝沢駅から柳沢経由で馬返しへ
　�月�日、一行はޙޕ�時にୌ沢Ӻにͭき、าいて༄
沢ίースにむかいます。現在の岩手山の山開きは�月
1日ですからちΐうど同じ頃です。༄沢では、「立地に
よるथछのちがいの໛ܕのよう」とദやനא、୩ےの
௿Թな場所にはハンϊキを࡯؍しています。山ോの
໐き੠も聞こえます。੺দ林を進むと、ࡇりでに͗や
かな༄沢のਆ社を通ります。先にある์຀地へ出る
と、オキφ૲のףໟがޫり、੨い実をͭけたスズラン
が࡙いています。์ ຀地にはഅの࢟もありました。

2  登山道入り口から３合目
　月໌かりのこΖには୩に点在する土பや、༺岩と
火山灰とが重なり߹ったޓ૚を࡯؍しています。岩
手県内には広く火山灰土壌が広がっていますが、༺
岩とのޓ૚が見られるのはこのΤϦアのಛ௃です。
໦ଳは次ୈにππジやϠφΪのᕲ໦ڤやΧΤσのא
ଳに変わり、「みんな月ޫにきらめく௿い໦立の中
を、༺岩ྲྀを౿んで登って」いきます。པみにしてい
たࡾ߹目のখ԰がͭぶれていたようで、「༺岩の԰根
のԼで火をขいてܜٳ」をしてから্を目ࢦします。

3  ４合目から9合目不動平へ
　高山植物も目にͭいてきます。「ハクαンチυϦやϛ
Ϡマオμマキの花さく火山᛽を౿んでの΅るྮを越
えて来るͭめたい෩は時にེԫの೏ͻをӡͼಷい月
ޫの୩の中では໷なのにしきにやぶう͙いすがᄹい
た」と記されています。੺ࢵ৭のハクαンチυϦはい
まも登山ಓで見ることができ、登山ऀの目を楽しませ
ています。ෆ動ฏに౸ணすると、「黒いハイマπの೾、
َケ৓のڪΖしいࠁみ」と出߹います。פさはݫしく、
ઇも࢒っていました。ീ߹、۝߹のখ԰は人であ;れ、
同じ時ظに多くの人が岩手山を目ࢦしていたことが
෼かります。あまりٳめなかったのか、一行はখ԰の
前でރれ໦を集め、いよいよ山௖へ޲かいます。

4  御室火口
　一行は11時頃に外ྠ山に౸ண。前年に刊行され
た『心象スケッチ　春と修羅』の「東岩手火山」の๯಄
「月はਫۜ　ޙ໷の૕ओ」を思わせる月も、ۭ に্っ
ています。「東岩手火山」はࢻ集刊行前には৽聞に
「外ྠ山」というタイトルでࡌܝされました。まさに
ここがࢻの෣୆。外ྠ山の内ଆにあるのがࣨޚ火
口。そのڊ大なݹい火口のఈで「月ޫのਫۜの中に
੺い火をขき」とあり、いまはࢭېされていますが
火をขいて、৽聞紙をシϟπに重ねてஆを取りなが
ら੨年たちは日の出まで眠ります。ϛϠマώΧήϊ
Χπラも広がる場所で、生ెたちは賢治がͭくった
「छ山ケݪ」のܶ中Վ「຀Վ」を߹এしました。賢治
のͭくったՎが生ెたちにもਁಁしていたことが
఻わります。

5  外輪山のお鉢廻り
　一行は通ৗ時ܭճりにճる͓ു㕩りをٯにาき、໷
中の2時൒頃に山௖へ౸ணします。東のۭをோめて日
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ਆࣾࢁखؠ

賢治ͷ
をḷるߦࢁࢁखؠ

தֶ2೥ੜͷࠒͷ
Լࢁίʔε

�2

の出を଴ち、ଠཅがの΅るとঠをଧちᛉ૝します。ৼ
りฦると、「٥伷৭や྘にかすんだ山ʑの޲こうに、ऐ
しくۜをଷいた෋࢜山ܗのௗւ山も見えた」とあり、
ఱީにܙまれていたことが෼かります。

6  火口湖を眺めて帰路へ
　ลりが見えるようになってから੢ଆをճり、੢岩手
火山の火口ބݪやེԫ޸、ઍඨ岩などをࢦさしながら
าきます。童話「ؾのいい火山஄」に登場しそうな、௕
的な火山஄も見ͭけていまܕ1ϝートルを௒える典ܘ

す。଍元にはϐンク৭のίマクαやԫ৭いタΧωスϛ
Ϩが࿐にޫっていました。ෆ動ฏではϛϠマϠφΪの
花がӋ஬のようにඈぶ༷子をோめています。一行はこ
こからまた同じίースをたどり、一本໦口へ߱り、࿢
のᕲ໦の間でॳめて一ٳみしてؼ࿏にͭきます。

　岩手山の登山ಓをาけば、賢治が見た花、聞いた෩、
見্͛たۭがࠓも同じようにそこにあります。賢治の
଍੻をҊ内に、イーハトーϒのਅん中にある岩手山の
自然を自෼自身で感じてみませんか。
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ਆࣾࢁखؠ

Ϛοϓࢁखؠ
ೆ౦のഅฦ͠からओʹొ͍ͬͯた。ম૸Γ
ίʔεͱ༄୔ίʔε͕౦岩手Ր山のίʔε。

賢治͕見た岩खࢁの২෺

1

2

3

4

5

6

ϋΠϚπ
岩手山の山௖ΛຒΊΔ�N͘ら͍の
ৗ྘௿໦。�ʙ�݄ʹ੺͍Ֆ͕࡙͘

ϋΫαϯνυϦ
̒ʙ݄̓ʹ見らΕΔɺ੺ࢵ৭のઍௗ
͕ඈͿΑ͏ͳܗのՖ

ίϚΫα
�ʙ�݄ʹϐϯΫ৭のՖ͕࡙͘岩手
山Λ৅௃͢Δ高山২෺のঁԦ

λΧωεϛϨ
೑ްͳؙ͍༿のԫ৭͍εϛϨ。最΋
高͍ͱ͜ΖͰ࡙͘εϛϨՊのՖ

ຌྫ
ԂΤϦΞެཱࠃ�
า͍ͨͱਪఆ͞ΕΔಓ͕࣏ݡ�
ಓࢁొ�
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イーハトーブの火山たち
　े࿨田ീ഼ฏ国立公園ീ഼ฏ地域は、成૚火山や
ര྾火口、༺岩ྲྀ、火口ބ等の多छ多༷な火山؍ܠ
と、それらと一ମとなった༤大な自然林のܼ出性が
高いことがධՁされ、国立公園にࢦ定されました。
　賢治は、童話「άスίーϒυϦの఻記」でイーハト
ーϒの火山をめ͙る物ޠをඳいています。
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ͨ͠Γ͠てΙ·ͨ͠ɻ

　「イーハトーϒのまん中にあたるイーハトーϒ火
山」も登場し、岩手山を࠷高ๆとしてീ഼ฏや秋田
駒ケ岳等の火山が連なり、現在でも噴ؾ、噴౬、ట
火山、地熱地ଳ等の火山現象が活発に見られるീ
഼ฏ地域の෩ܠがそのモチーϑとなったことがう
かがわれます。ओ人公のϒυϦがイーハトーϒ火山
ڴଌ所でಇく中で、火山が人ʑの生活を؍というہ
かしたり、Ըܙをもたらしたりする༷子がඳかれて
います。
　実際に、大ਖ਼�年（1919）�月1�日、賢治が23ࡀの
こΖには੢岩手山大地ࠈ୩でਫৠؾര発が発生し
ています。大ਖ਼火口とݺばれる৽火口をܗ成し、໢
ுԹઘपลまで火山灰がଯੵする΄どの噴火とな
りました。童話に登場する火山のڴҖとܙみは、岩
手山が生み出した෩ܠと文化に重なります。

東岩手火山の火口にて
　そんな火山としての岩手山を、賢治が実際にาい
た༷子が、21�行の௕ࢻ「東岩手火山」に࢒されてい
ます。このࢻは、『心象スケッチ　春と修羅』にऩめら
れた、大ਖ਼11年（1922）9月1�日の૑作です。元は、岩
手ຖ日৽聞に「心象スケッチ　外ྠ山」としてࡌܝ
されたものでした。この時、賢治は花巻農学校の教
師として、生ెたち�、�人を連れてҊ内しながら岩
手山に登っていました。岩手山は、௕年の਺ʑの火
山活動によってできた火山のෳ߹ମです。大きくは
山௖のༀ師火口を中心とする東岩手火山と、大地ࠈ
୩やޚබ代ޚ、ބ佂ބを内部に༗する੢岩手Χル
σラを中心とした੢岩手火山に෼けられます。
　「東岩手火山」は、賢治一行がよく晴れた日のૣே、
まだ੕ۭが広がる時間にༀ師火口の外ྠ山に౸ண
し、͓ ു८りをしようというとこΖからはじまります。
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໷
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Րޱのڊ
͓΄

͖ͳ͙͑Γをݟて͸
ͨΕ΋ΈΜͳዼ͘͸ͮͩ

　ༀ師火口の外ྠ山は、໿�000年前に東岩手山の
山௖部が่յし大きなഅఙܗ火口がܗ成されたの
ち、火口पลの噴火活動によりܗ成されたもので
す。現在の直ܘは໿��0̼で、外ྠ山の࠷高点が山
௖のༀ師岳。火口内には妙高岳があり、その੢ଆに
ః3ڗ年（1���）の大噴火によってܗ成されたࣨޚ
火口があります。

ࢁ୔賢治とՐٶ
Ͱ͢ɻ؍ܠࢁ୅ද͞ΕるՐʹࢁԂと͠てのീ഼ฏ஍Ҭをಛ௃͚ͮるの͸ɺ岩手ެཱࠃ
ಐ࿩h άείーブυϦの఻記 ͰɦՐࢁと人々のੜ׆とのؔわΓをඳいͨ
賢治のࢹ఺ͰɺՐࢁと͠ての岩手ࢁを͠࡯؍てΈ·͠ΐ͏ɻ

ༀַࢣのՐޱʹ͋Δົ高ַͱࣨޚՐޱʢ手લʣ。
֎ྠ山のϐʔΫ͕ɺ岩手山の最高峰ༀַࢣ
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ʜʜͭてɺͦࢁいࠇの;޲ ΕͰ͔͢
ͦΕ͸͜͜の͖ͭͮͰ͢
͜͜の͖ͭͮの֎ྠࢁͰ͢
͋͢͜のてͭ΃Μ͕ઈ௖Ͱ͢
のʁ;޲
Ͱ͢ޱՐࣨޚの͸;޲

　時ࠁは3時�0෼、日の出まではあと̍時間΄どあ
り、੕࠲がよく見えました。

͋Ε͸ΦϦΦンͰ͢ɺΦϥイΦンͰ͢
͋の๪のԼの͋ͨΓʹ
੕Ӣ͕͋るとい;のͰ͢
い·͑ݟ·ͤΜ
ͦのԼの͸大ݘのΞϧϑΞ
ౙの൩いͪ͹Μޫͭて໨

Ί

ཱ
ͩ

ͭ΍ͭͰ͢

9月中०�時頃の੕ۭを࡯؍すると、ちΐうどೆ東の
ۭにオϦオン࠲と͓͓い͵࠲のシϦウスがॎにฒ
ͼ、賢治と同じ੕ۭを見ることができます。
　日の出までの時間、生ెたちに自༝行動をଅすと
賢治はスケッチをとるためาきだします。

ೋेޒ೔の݄の͔͋ΓʹরΒ͞Εて
ༀࢣՐޱの֎ྠࢁを͋る͘と͖
わͨ͘͠͸஍ٿの՚଒Ͱ͋る

　生ెたちが࣋ったఏ౮の౮りを目で௥い、会話を
聞きながら、賢治はݺͼかけます。

΁Ͱ΋͓ೖΓͳ͞いޱのํのՐࣨޚ⽣
෾Րޱ΁Ͱ΋ೖͭて͝ΒΜͳ͞い
ེԫのͭͿ͸र΁ͳいͰͤ͏͕⽤

ః̏ڗ年（1���）のࣨޚ火口の噴火があったのは3月
のことでした。ਫৠؾര発によって༥ઇܕటྲྀが発
生し、山࿢の家԰をऻいました。火口पลにはその
時に์出された火山஄が࢒されています。賢治は童
話「ؾのいい火山஄」で、「ྏがなくて、ஸ౓ཛの྆
はじを、গしͻらたくのばしたやうなܗでした。そ
して、ななめにೋ本の石のଳのやうなものが、から
だを巻いてありました。」と、ۭ 中にඈͼ出した༺岩
がҾき৳ばされながらݻ化してできる๰ਨঢ়火山
஄のಛ௃をඳࣸしています。

西岩手火山の青き火口湖
　このときはඳかれなかった੢岩手火山ですが、賢
治が中学̎年生のときにӵんだ୹Վが࢒されてい
ます。੢岩手火山は、東岩手よりもݹい火山です。໿
�ສ年前にؕ຅してܗ成されたとされる੢岩手Χル
σラの内部には、そのޙ໿̏ʙ̑ສ年前の火山活動
でܗ成されたޚබ代ބとޚ佂ބという̎ͭの火口
。がଘ在しますބ

石౤͛ͳ͹Ӎ;るとい;͏Έの໘͸͋·Γʹ੨͘
͔ͳ͔͠Γ͚Γɻ

๐ͭͿ΍͘੠͔ͦ͜ͳ͠い͟ಀ͛ΜΈͮ͏Έの੨ 
のݟるʹͨ͑Ͷ͹ɻ

͏͠ΖΑΓʹΒΉ΋の͋Γ͏͠ΖΑΓわΕΒをʹ
ΒΉ੨͖΋の͋Γɻ

賢治は、Χルσラ内にたたͣむਆൿ的な火口ބの੨
さにҞාを๊いていたのです。

͓ു㕩Γの֎ྠ山のࣗવͳඒ͍͠าಓͰ山௖Λ໨͢ࢦਓʑ

ބޱのՐݪޱ΋見た੢Ր࣏ݡ

岩手山࿢ʹ͋Δ網張ϏδλʔηϯλʔͰ͸ɺ岩手山の੒Γ立ͪͱՐ山͕
ਓʑの฻ら͠ʹ༩͑ΔܙΈʹֶ͍ͭͯͿ͜ͱ͕Ͱ͖·͢
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̍ 　੢根インターチΣンジからंで1�෼、岩手
山の北東を通る県ಓ233߸でম૸り༺岩ྲྀ

のறं場にணく。ࠓ日の同行ऀは、岩手大学人文社
会科学部の໦ଜ直߂教授。ઐ໳は音楽学とඒ学・᥁
術学で、宮沢賢治いわて学センターの෭センター௕
でもある。賢治にͭいて話を࢕ううち、「෩のຢࡾ
࿠」からαウンυスケーϓᴷ音෩ܠの話୊へとల
開した。「音はࣖだけでなく、全身で聴くもの」とい
う一言が心に࢒り、先生とのϑΟールυϫークが実
現した。
　ฮ૷されたறं場からগし֊ஈを্がると、世ք
が੾りସわる。一໘黒い大地、とॻきたいとこΖだ
が、前໷に߱ったઇがうっすらと෴っていた。Նと

はまったくҧうද৘だ。だがقઅは11月。『注文の
多い料理店』のং文で賢治がޠった「े一月の山の
෩のなかに、;るへながら立ͭたりしますと、もう
どうしてもこんなؾがしてしかたないのです」。ࠓ
日は、まさにそんな日だった。

� 　「なんだ、もうこんなのがありますね」
先生が立ちࢭまってோめていたのはҊ内൘

だった。そこには「3෼間、目をดじてみよう」とॻか
れている。ௗの໐き੠もいくͭか記されていて、あ
きらかにαウンυスケーϓ的なΨイυだ。目をดじ
ると、פさのなかでもௗの੠が੅んでڹく。ҙࣝす
るまでؾづかなかった෩ܠがそこにあった。
「なんの音だΖう、ͣ っと໐ってる音がありますね。
઒みたいな」
「このへん、઒はないですよね」
「高଎ಓ࿏かなʁ」
ਪ理を重ねていると、ざらͭいた音が大きくなりফ
えた。どうやらਖ਼ମはறं場にࢭまったंのようだ。
「なんだ」
ແਮな݁຤に苦সしͭͭ、私たちは黒い大地をาき
࢝めた。

Πʔϋτʔϒͷ��݄
ཱͭʹͷେ஍ྲྀؠ༻
11月下旬、焼走り熔岩流へ向かった。
宮沢賢治もこの場所に足を運び、
「鎔岩流」「国立公園候補地に関する意見」という
２つの作品を残している。
作品の舞台を歩いてみた。

��݄のম૸Γ༺岩ྲྀ。େ஍Λ෴͏͍ࠇ岩ੴ͸ʮؚΧϯϥϯੴγιًੴී௨҆山岩ʯ

ొ山ಓの͋たΓʹ࢒Δߚ༿ Ͱ見か͚たϠυϦΪۙ͘ޱ͸ίέΛύϯʹ見立͍ͯͯたೖ࣏ݡ
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� 　໦ଜ先生は、岩手山登山のあと、ここへԼ
りてきたことがあるという。྘の林をൈけた

あと、ಥ然あらわれる黒い世ք。そのҟ༷さから、賢
治はここを「あの世とこの世の間」ととらえていた
のではないか、と先生はޠる。『心象スケッチ　春と
修羅』にऩめられた「᭫岩ྲྀ」は、大ਖ਼12年10月2�日
に記録されたスケッチだ。

͚ΕͲ΋͜͜͸ۭؾ΋ਂい෵ʹͳͭてΙて
ͳَਆͨͪの੗Έ͔ͩྗڧ͘͝
一ͽ͖のௗ͞΁΋͑ݟͳい

༺岩ྲྀのްさは໿9��̼あって、́ とんど植物は根
をுれないという。そんなਂい෵は、たしかに੩か
だ。賢治は一人で来たのだΖうか。いまは࠯が҆全
にಋいてくれるが、Կもない時代にこの場所をาく
のは心ࡉかったにҧいない。
「あそこが噴出口」
੠にಋかれて山を見্͛る。ઇのനさのなかに、അ
ఙܗの噴出口੻が̎ͭුかͼ্がっている。そこか
らྲྀれた༺岩の動きが、日本ըのӢਫのように見え
た。ઇは෩ܠを෴いӅすどこΖか、かえって地ܗを

際立たせていた。

� 　଍元に広がるؾ๐のۭいた黒い岩մはス
ίϦアとݺばれる。ܗঢ়もばらばらなため、

଍元はෆ҆定で、トϨッキンάシューズで来てਖ਼ղ
だった。ް いۺఈにԡしͭぶされ、音がするのだ
が、ද記が೉しい。オϊマトϖのఱ࠽賢治をվめて
思う。自然࡯؍࿏をาいているのはわれわれだけ。
世քの果てのようでもある。
「੩かですよね、音がٵऩされるから」
ܰ石のように݀だらけの黒い石とઇのせいだ。า行
音の「΅こ΅こ」が、この場所の基ௐ音になっている
という。
「ઇでؙく΅こ΅こして見えて、音もؙくなる感じ」
見る෩ܠと、聴こえる音が重なっていく。全身で聴
くということは、ࢹ覚もまた音に変׵されることな
のだ。ۭ を見্͛ると、「ແ音」という音とともにӢ
がྲྀれていく。

� 　黒い大地にまるで࠭യのオアシスのように、
໦ʑが਺本生えている場所があった。ここだ

け৚݅がよかったのだΖう。ۙ づくと音が変わった。

ۭΛඈͿの͸τϏͱΧϥε ʰ৺৅εέονɹय़ͱमཏʮɦ᭫岩ྲྀʯ ʮ᭫岩ྲྀʯの最ޙʹγϟπͱͯ͠ొ৔͢Δ๺্山஍

ઇの͓か͛Ͱ見΍͘͢ͳͬた༺岩ྲྀのྲྀΕ。ਫ๽ըのΑ͏ͩ ՆΑΓ΋͸͖ͬΓͱ見͑た෾ग़ޱ੻
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෩がࢬ葉をൈけ、૚をなして重なる。まるで͓しΌべ
りをしているようだ。賢治の作品で໦や花がޠり出
すのは、こんなମݧから生まれたのかもしれない。
　さらに進むと、また઒のような音がする。黒い石
のԼをਫがྲྀれているࡨ覚。޲こうにల๬୆も見
えるしಓ࿏がۙいからかと思ったが、ౙは通行ࢭめ
になっていてల๬୆までंはこない。
「やっͺりこれは෩の音。ざ͊ざ͊、͝ ͎͎͝みたい
な。෩の音はイーハトーϒの基ௐ音そのものʂ」
αウンυスケーϓでいうແҙࣝに聞きಀしている
ৗにある基ௐ音。見えないだけで、෩のຢࡾ࿠はい
まもこの地をۦけている࢟がුかんだ。

� π৿山。「国立公ࡾ方はޙかうల๬୆の޲　
園ީิ地に関するҙ見」で賢治はަۂڹを

૗でようとする。

͠·ͻ͸ͦ͜のͭࡾ৿ࢁͰ
を΍Γ·͢ͳָڹަ
ୈ一ָষɹΞϨάϩブϦΦ͸͸Ͷる͕͝と͘
ୈೋָষɹΞンμンςɹ΍ʍ͏ͳる͕͝と͘
ୈָࡾষɹͳ͕͛͘͝と͘
ୈָ࢛ষɹࢮのͪ࣋ؾ

Α͋͘ると΄Γ͸͡Ί͸大΁Μ͔ͳ͘͠て
ͦΕ͔ΒͩΜͩΜت׻ʹͳͬて
のͬͪ͜のํ΁ࢁ͸޳࠷
໺๒をೋ໳͔͘͠てஔいて
ͰͣͲΜと࣮஄を΍るؾి

ここから৿ࠤ一গ年に、ύンをすすめるシニΧルで
Ϣーモラスなくだりが続く。ަ 楽で໺๒（大๒）をڹ
「1�12年」ۂといえば、チϟイίϑスキーのংۂう࢖
が思いුかぶ。Ҏ前、そのことを໦ଜ先生に話した
とこΖ、׬全一கではないが、楽ষද記にଈせばϕ
ートーϕンのӡ命ަۂڹの΄うがۙいのではない
か、という౴えがฦってきた。
　ΰールのల๬୆が見えはじめたこΖ、ෆҙに聞
き׳れない音がした。トタン԰根の工事でもして
いるのだΖうかと思っていると、先生がそれにؾづ
いて教えてくれた。
「このۭؾを੾り྾くようなόϦόϦって、大๒の
実஄ࣹܸの音ですね。ཕ໐のようなۚଐ音」
賢治のいうとこΖの「ͣどん」だった。ۙくの自Ӵ
ୂԋश場からの音。賢治の「ͣどん」が、現代に࠶現
されたॠ間だった。

໦ଜઌੜͱͱ΋ʹ。Ի͕ফ͑Δେ஍Ͱɺ̈́ ͜΅͜͠たۺのԻɺ෩のԻΛ͡ײΔ
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7 　༺岩のऴわりにはനאが立っていた。根元は
࿪み、たくましい。ฮ૷࿏をڬんでల๬୆があ

り、֊ஈの登り口のൾには「᭫岩ྲྀ」がࠁまれている。

૕ਆの͠Ζい͔͕Έ͕
ༀࢣՐޱのい͖ͨͩʹ͔͔Γ
೔͔͛ʹͳͭͨՐࢁ᛽

Ε͖

ଯ
ͨい

のதෲ͔Β
Ҟる΂͔͘ͳ͠Ή΂͖ࡅ

ブ ϩ π Ϋ Ϩ ー ό

մ༺岩のࠇ　　　　

まるで文学的現地Ψイυだ。ల๬୆に্るとനいઇ
をかぶった岩手山が、砕մ༺岩の黒い大地にそͼえ
ている。あたりは、さっきのখさなオアシスのよう
に、দ林や଍元のനאをൈけて、෩の音が立ମ的に
ަࠩする。
「ちΐうどϗールの٬੮みたいですね」
先生は੩かな黒い大地を見ԼΖす。
で実は大事なのはlѹzなんです。生のオーۂڹަ」
ケストラでなければ味わえないもの」
෩の音の中で、その言葉がڳにམちた。
「ここの、͝ う͝うという෩にަڹ楽的なѹがある」
そうだ、෩のަڹ楽だ。َ の੗みॲで૗でられるఱ

然のオーケストラ。༺岩ྲྀそのものは音を発しない。
だからこそ、音が立ち্がる。৽઱な発見だった。

8 りಓは、来たಓをそのままҾきฦした。ਅؼ　
ਖ਼໘には岩手山があり、広いۭをӢが൴方へ

と૸っていく。Ӊ஦のかなたにあるଠཅから、ޫ と熱
がまっす͙にಧき、଍元のઇは΄とんどফえていた。
「『イーハトーϒ農学校の春』にある、lޫが͝う͝う
໐っているzというද現は、こういうイϝージなの
かなと実感できました」
と、໦ଜ先生。賢治は音を෧じࠐめたのだ。だからこ
そ賢治は、名前ͻとͭ、オϊマトϖͻとͭにまで、ಠ
ಛのڹきを༩えたのだΖう。෩を見て、聞いて、৮れ
て、৯べ、そしてॻいた賢治。その心象スケッチを現
地でたどると、ҹ象はさらに઱໌になる。
た多重な音や、あのlѹzの感じは、やはࣅにۂڹަ」
り現地に来ないとわからないことでしたね」
ϑΟールυϫークのऴわりに、先生はそうޠった。
11月のイーハトーϒ。わたしたちは、賢治と同じ場
所に立っていた。変わらない音が、いまもここにあ
った。

দ༿のϕου ਺ϛϦのΫϞのӦΈ΋͋Δ 岩かͱͬࢥたらനאのࠜݩ

八幡平ࢢʹ͋Δ十和田八幡平国立公園།Ұのಛผఱવه೦෺。岩手山の๺౦ࣼ໘ɺ山ෲから山࿢ʹか͚͕ͯ޿Δ
௕͞໿̏�̐Ωϩʹ΋ٴͿ༺岩ྲྀ。࣌ށߐ୅ɺڗอ��ʙ��೥ʢ����ʣ͝ Ζの෾ՐʹΑͬͯੜ·Εたͱ͞ΕΔ。
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賢治をもっと深く知る 学術的知見で、宮沢賢治を探究する。
宮沢賢治の母校である岩手大学の人文社会科学部
「宮沢賢治いわて学センター」は、宮沢賢治に関する
研究・教育・普及活動を行い、さらに岩手に根ざした
幅広いテーマに取り組む学術拠点です。前身である
「岩手大学宮澤賢治センター」時代から全学の教員
による活動を基盤に研究が続けられてきました。現
在は人文社会科学部を中心に、他学部や他大学の
先生とも連携してシンポジウム開催や論文集『賢治
学＋』刊行などの実績を重ねています。岩手大学な
らではの研究成果を地域へ還元するとともに、国内
外へ発信することを目的に活動しています。定例会
はオンライン開催で、事前登録で誰でも聴講できる
ようになっています。

［賢治×国立公園トーク］

賢治さんに学び、自然に学ぶ
ηϯλʔ݉຿ڭһؠ��खେֶڭत��ҏ౻٠Ұ͞Μ

　高校の化学の先生が賢治研究家の田口昭典先生
で、授業の前に作品を読んでくれて興味が湧き、岩
手大学に進学しました。ザゼンソウなど発熱植物の
研究をしていますが、同じ研究対象のアルムマキュ
ラタムの名前を賢治さんの手帖で、直筆で見たとき
は嬉しくなりました。研究対象は師です。自然に学
ぶ感覚は賢治さんと共通していると思います。
　私は賢治さんは実践の人だと思っています。賢治
さんの卒業論文に黒ボク土が出てきます。植物が育
ちづらい火山灰土（酸性土壌）のことで、賢治さんは
命を費やしても、これを変えようとしたんですよね。
　賢治さんの年を越えてから、考え方に関心が移
りました。亡くなる10日前に教え子に送った手紙
が好きです。人間賢治がいるなと感じられて。あと
「一時の感激や興奮を避け、楽しめるものは楽し
み、苦しまなければならないものは苦しんで生き
ていきませう」が染みる。賢治さんの言葉だからこ
そ、私もそうありたいと思います。
　子どもの頃、家族で秋田駒ヶ岳が見える場所まで
出かけた際に、噴火の音を聞いたんです。こんなも
のに人間がかなうわけがないと感じました。本来の
自然を学べる場所が国立公園だと思います。この資
源が次世代の賢治を生み出す源になったら素晴ら
しいと思います。

岩手には、宮沢賢治をより深く知るための施設や、
研究・愛好活動を続ける団体があります。
ここではそのうちの二団体をご紹介します。
関係者の語る言葉が、新たな賢治への
入り口になります。

ࣸਅఏڙɿྛ
෩ࣷ

宮沢賢治いわて学センター

岩手県花巻市に生まれる
県立盛岡中学校入学
盛岡高等農林学校（現・岩手大学農学
部）に入学
稗貫農学校（花巻農学校を経て現・県
立花巻農業高校）教諭となる

東北砕石工場技師嘱託。11月3日手帳
に「雨ニモマケズ」記す
9月21日「国訳妙法蓮華経」の頒布を
遺言し永眠

『イーハトヴ童話　注文の多い料理
店』『心象スケッチ　春と修羅』刊行

「羅須地人協会」設立

˙໌࣏��೥ʢ����ʣ
˙໌࣏��೥ʢ����ʣ

˙େਖ਼�೥ʢ����ʣ

˙େਖ਼��೥ʢ����ʣ

˙ত࿨�೥ʢ����ʣ

˙ত࿨�೥ʢ����ʣ

˙େਖ਼��೥ʢ����ʣ

˙େਖ਼��೥ɾ
ɹত࿨ݩ೥ʢ����ʣ

宮沢賢治೥ේ
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賢治を知る、読む、語り合う
　盛岡・宮沢賢治の会は、宮沢賢治の作品を読み、
り߹い、そのັྗを広く఻えていく会です。賢治ޠ
が亡くなったཌ年に東ژで「宮沢賢治の会」として
発଍し、Ҏ来現在まで活動をܧ続してきた、ྺ ࢙あ
る会として஌られています。֤ 地で賢治の会が૿え
たので、ޙに「盛岡」をͭけるようになりました。ຖ
月ୈ3土༵日には例会を開き、作品の読ղや学ͼを
ਂめています。また10月には、岩手公園にある賢治
の石ൾ前で「ൾ前ࡇ」を行い、あわせてಛผ講ԋ会
も開催。他の会とも活動をすることもあります。賢
治の੨春の地・盛岡に根ざし、岩手の人が「賢治は
こんな人」という話ができるよう、賢治を読み͙ܧ
文化をࢧえる活動を続けています。

豊富な情報と多彩なアクティビティ
網張ビジターセンター
ॅॴ �࣢ੴொ௕山খদ૔���ʢ網張温泉ʣ�
ి࿩ ��������������
։ؗ࣌ؒ� �☰��ʙ��☰��
೔ؗٳ ���݄ʙ�݄のຖिՐ༵೔ɺ�����ʙ���ɹ��
ೖؗྉ �ແྉʢࣗવ࡯؍ձ͸ผྉۚの৔߹͋Γʣ

火山活動の情報発信基地
イーハトーブ火山局
（岩手山火山防災情報ステーション）
ॅॴ �八幡平ࢢদඌد໦ୈ�஍ׂ���
ి࿩ ��������������
։ؗ࣌ؒ� �☰��ʙ��☰��
೔ؗٳ �ຖि݄༵೔ʢॕ೔の৔߹ཌ೔ʣɺ�����ʙ����
ೖؗྉ �ແྉ

［賢治×国立公園トーク］

賢治さんから「未来」を学ぶ
੝Ԭɾٶ୔࣏ݡͷձձ௕ࠤ�ʑ໦ཅ͞Μ

　宮沢賢治さんへの興味やັྗのܗが多༷化する
一方で、賢治さんのことは஌っていても作品を読ん
だことがない人もいます。そこで、物ޠを理ղする
大人のҝの読ॻ会を定ظ的に開催しています。「ࢵ
ࠠ染めにͭいて」と言う作品は、ொの人が山にॅむ
山உから「しめった黒い土を࢖う」といい৭が出る
ことを教わる話です。ࢵ根にؚまれるシίニンが
黒ボク土のアルϛニウムと൓Ԡすることを山உは஌
っていました。地場の࢈業を興すためには、自然の
ことを஌らなければなりません。読ऀはここでそ
のことを学ͼます。
　賢治さんの作品には自然ڥ؀に関わる話が沢山
でてきます。自然との共生や理૝的なະ来に޲か
った社会への「ఏҊ」もしています。賢治さんは進
学やब৬などで೰んだ時にはܾまって「岩手山」に
登り自然と৮れ߹っています。そしてԿઍ年と生き
てきた岩手山がৗに変わりなく、ଘ在していること
をޠっています。この༤大な自然の中には人の心を
。するྗがあるとも賢治さんは言っています「生࠶」
人生やক来のことを༑とޠり߹いながらその౴え
を見ͭけるための場所がࠓも国立公園として࢒っ
ていることを、賢治さんといっしΐに楽しむことを
。めしますק͓

自然を知るスポット

盛岡・宮沢賢治の会

多面的な賢治を知る記念館
宮沢賢治記念館
ॅॴ �Ֆࢢר໼୔������
ి࿩ �������������
։ؗ࣌ؒ� �☰��ʙ��☰��
೔ؗٳ �ຖिՐ༵೔
ɹɹɹɹʢॕ೔の৔߹ɺཌ೔Ҏ߱の平೔ʣɺ�����ʙ���
ೖؗྉ �Ұൠ���ԁɺ高ߍੜɾֶ ੜ���ԁɺখɾதֶੜ���ԁ

宮沢賢治研究の拠点
宮沢賢治イーハトーブ館
ॅॴ �Ֆࢢר高দ�����
ి࿩ �������������
։ؗ࣌ؒ� ��� ☰��ʙ��☰��
೔ؗٳ ຖिՐ༵೔
ɹɹɹɹʢॕ೔の৔߹ɺཌ೔Ҏ߱の平೔ʣɺ�����ʙ���
ೖؗྉ �ແྉ

視覚的感覚的に賢治の世界観を楽しむ
賢治の学校（宮沢賢治童話村）
ॅॴ �Ֆࢢר高দ�����
ి࿩ �������������
։ؗ࣌ؒ� �☰��ʙ��☰��
೔ؗٳ �ຖि݄༵೔
ɹɹɹɹʢॕ೔の৔߹ɺཌ೔Ҏ߱の平೔ʣɺ�����ʙ���
ೖؗྉ �Ұൠ���ԁɺ高ߍੜɾֶ ੜ���ԁɺখɾதֶੜ���ԁ

賢治が歩き、愛した「牧場の標本」
小岩井農場（まきば園）
ॅॴ �࣢ੴொؙ୩஍�����
ి࿩ �������������
Ӧؒ࣌ۀ� �☰��ʙ��☰��ʢ最ऴೖ園�࣌ؒલʣ
Ԃ೔ٳ �ͳ͠˞ࢪઃ఺ݕʹΑΔྟ࣌͋ۀٳΓɹ˞قઅʹΑΓ
ɹɹɹӦؒ࣌ۀɺೖ৔ྉ͕มΘΓ·͢。公ࣜ)1ཁ֬ೝ。ɹ�
ೖ৔ྉ �େਓ���ԁʗࢠͲ΋���ԁʗϖοτʢݘʣ���ԁ

賢治を知るスポット
賢治の世界を広げる施設

˞৘ใ͸͢΂ͯ����೥݄̐ 。ࡏݱ
ɹӦ࣌ۀ ɾؒؗٳ೔Λ֬͝ೝの͏͓͑ग़か͚͍ͩ͘͞。
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※掲載した作品本文は『新校本宮澤賢治全集』筑摩書房を底本とした。
※詩「国立公園候補地に関する意見」の題は後世の研究により付されたもので、
　原文では「国立公園候補地に関する」と書かれている。
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（五十音順敬称略） 網張温泉側から見た岩手山。十和田八幡平国立公園の最高峰




